第28回関東私学6大学対校陸上競技大会　11月17日　上柚木競技場

～終盤で成蹊を逆転、総合2位・フィールド優勝～

朝から冷え込みが厳しくなったこの日、記録的には低調な大会となると思われましたが、100ｍで3位までが10秒台、400ｍでも優勝が48秒60で5位までが49秒台など意外にもハイレベルな大会となりました。

昨年は立教・成蹊に次いで3位に甘んじてしまった我が部は戦力的には厳しいものの何とかこの2チームに食らいつきあわよくば優勝をもぎ取ろうと一丸となって戦いました。しかし、序盤は思うように得点できず苦戦を強いられ、特に上位入賞を目指していた走高跳・400ｍで思うように得点できず終始リードを許していました。ところが、フィールド種目最後の槍投げで山本健介（2年）が優勝、4位にも佐野貴行（3年）が入賞し成蹊を逆転すると、4×400ｍRでも2位に食い込み総合2位を確定させました。

	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位

	大学名
	立教
	東経
	成蹊
	明学
	上智
	国学院

	トラック
	57
	35
	44
	30
	14
	26

	フィールド
	45
	55
	36
	19
	19
	6

	総合
	102
	90
	80
	49
	33
	32



【対校】

100ｍ　　　奥野　達也（3）　予　11秒13（+-0）　決　10秒99（+2.3）　3位

　　　　　 瀬戸口直雅（2）  予　11秒41（+-0）　決　11秒20（+2.3）　7位

400ｍ　　　池田　泰明（3）　決　50秒84　　　　 決1分40秒2　　　　7位

　　　　　 小幡　佑太（3）　予　52秒62　　　 　決2分22秒3　　　　8位

1500ｍ　　 三代川淳一（2）　決　4分14秒69　　　　　　　　　　　　　7位

 柱　　欽也（2） 　決　4分16秒74　　　　　　　　　　　　

5000ｍ　   大塚　統彦（2）　決　14分56秒26　　　　　　　　　　　　3位

　　　　　　柱　　欽也（2） 決　15分09秒82　　　　　　　　　　　 　7位

4×100R　　荒・奥野・山田・瀬戸口　　決　43秒04　　　　　　　　　　3位

4×400R　　山田・奥野・池田・瀬戸口　決　3分22秒61　　　　　　　　2位

走高跳　　　大出　拓人（3）　　決　1ｍ82　　　　　　　　 　　　　　　3位

　　　　　　廣田　康大（1）　　決　1ｍ70　　　　　　　　　　　　　 　6位

走幅跳　　　佐野　貴行（3）　　決　6ｍ53　　　　　　　　　 　　　　　2位

古家　嗣久（1）　　決　6ｍ41（+0.2）　　　　　　 　　　　4位

砲丸投　　　山本　健介（2）　　決　10ｍ92　　　　　　 　　　　　　　 2位

　　　　　　大出　拓人（3）　　決　9ｍ25　　　　　　　　 　　　　　　5位

円盤投　　　木戸　勇輔（1）　　決　26ｍ36　　　　　　　　　　　　　　2位

　　　　　　大出　拓人（3）　　決　23ｍ45　　　　　　　　　　　　　　6位

槍投　　　　山本　健介（2）　　決　57ｍ49　　　　　　　　　　　　　　優勝

　　　　　　佐野　貴行（3）　　決　48ｍ56　　　　　　　　　　　　　　4位

【オープン】

100ｍ　　　荒　　裕気（2）　　　11秒85（+0.9）

　　　　 　 細澤　和真（2）　　　12秒14（+1.9）

　廣田　康大（1）　　　11秒46（+0.9）

山田　雄貴（1）　　　11秒40（+0.2）　　　

豊福　大貴（1）　　　12秒20（+1.9）

　　　　　  糠信　一総（1）　　　13秒02（+0.9）

400ｍ　　　糠信　一総（1）　　　59秒65

1500ｍ　 　増田　　啓（1）　　　4分16秒95　　　　　　　　　　　

5000ｍ　 　三代川淳一（2）　　  15分41秒92　　　　　　　　　　　

　　　　　 小山田典洋（1）　　 　15分39秒11　　　　　　　　　　　

　　　　 　瀬川　陽平（1）　　　 16分05秒44　　　　　　　　　　大学ベスト

　　　　　 金子　政春（1）　　 　16分44秒74

　　　　 　斉藤　博俊（2）　　　 16分28秒00

走高跳　　 古家　嗣久（1）　　 　1ｍ65

槍投　　 　大出　拓人（3）　　　 39ｍ28

· 短距離は、100ｍで奥野（3）が追い風参考ながら久々の10秒台で3位に入賞し良いイメージでシーズンを終えました。瀬戸口（2）は大経戦で股関節を痛めて以来、秋は低調なシーズンとなってしまった。怪我をしていた細澤（2）・廣田（1）が100ｍで復帰しあとは白井（1）の復帰が待たれる。400ｍでは池田（3）・小幡（3）が決勝に進出したものの2人ともスタート後に脚をつってしまい不本意な結果となってしまった。ここ一番の強さを発揮できる選手となってもらいたい。糠信・豊福（1）は冬季トレーニングで一回り大きな体作ってもらいたい。

長距離は5000ｍで大塚(2)が箱根駅伝常連校の国学院の選手と合いまみれ14分台で3位に食い込んだ。柱（2）も序盤レースを引っ張りながら健闘したが以前のようにスピードのきれが無いのがやや気がかり。三代川（3）・小山田（1）も好調持続。瀬川（1）も大学ベスト達成、斉藤（2）も15分台を目指せる状況になってきた。金子（1）は持病の膝痛でやや不振だが完治した時に爆発できるようしっかりとトレーニングを積んでもらいたい。1500ｍ出場の増田啓（1）大学ベストに近い記録と健闘。長距離は12月の日体大記録会で好記録が期待できる。

跳躍は走幅跳で佐野（3）が好記録で2位・古家（１）も5位に入賞した。両者とも関東インカレ標準記録突破を目指して欲しい。走高跳の大出（3）・廣田（1）は、実力があるだけに関東インカレ標準記録A・Bを突破し2名での出場を目指して欲しい。

投擲は、山本（２）が槍で久々の50ｍ台後半の記録でシーズンを終えた。来春は関カレ上位入賞を目指して欲しい。
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